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シ リ ー ズ

理
事
長
に
聞
く
！

営
業
支
援
・
生
活
安
定
・
社
会
貢
献

三
本
柱
を
中
心
に
組
合
活
動
を
推
進
！

〈組合概要〉

山口県理容生活衛生同業組合
山口市小郡下郷2314番地１
TEL 083-973-0051
FAX 083-973-4853

■業　　種 理容業
■出 資 金　 552万円

■組合員数　 923人

山口県理容生活衛生同業組合
理事長　角野　悦雄　氏

ヘアーサロン　カットマン　　　 代表

山口県中小企業団体中央会 理事

全国理容生活衛生同業組合連合会 理事

■
業
界
の
現
状

社
会
全
体
の
景
気
の
落
ち
込
み
、
規

制
緩
和
、
自
由
競
争
が
進
ん
だ
結
果
、
格

差
社
会
を
招
き
、
員
外
店
と
の
競
合
で
組

合
員
の
組
織
離
れ
が
続
い
て
い
ま
す
。
日

本
の
理
容
技
術
は
世
界
Ｎ
Ｏ
１
で
す
が
、

安
け
れ
ば
よ
し
と
す
る
社
会
現
象
に
苦
戦

を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

■
組
合
の
沿
革

昭
和
32
年
12
月
環
境
衛
生
営
業
の
運

営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
山
口
県
理
容
環
境
衛
生
同
業
組
合
を

設
立
し
、
平
成
13
年
１
月
山
口
県
理
容
生
活

衛
生
同
業
組
合
に
名
称
が
変
わ
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

■
活
動
状
況

急
速
に
大
き
く
移
り
変
わ
る
社
会
環
境

の
中
、
組
合
員
店
へ
の
技
術
研
修
会
等
の

営
業
支
援
、
組
合
員
の
病
気
、
け
が
、
入

院
等
に
備
え
た
共
済
加
入
に
よ
る
生
活
安

定
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
社
会
貢

献
の
三
本
の
柱
を
中
心
に
組
合
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
９
月
の
第

２
月
曜
日
は
、
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

と
し
て
全
国
47
都
道
府
県
で
一
斉
に
社
会

貢
献
に
取
り
組
み
、
高
齢
化
社
会
に
向
け

て
来
店
出
来
な
い
皆
様
の
た
め
に
在
宅
訪

問
理
容
サ
ー
ビ
ス
や
こ
ど
も
一
一
〇
番
等

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

後
継
者
育
成
を
め
ざ
し
た
体
験
学
習

（
中
・
高
生
）
課
外
授
業
の
取
り
組
み
も
行

っ
て
い
ま
す
。

■
趣
味
や
特
技
・
最
近
熱
中
し
て
い
る
こ

とス
ポ
ー
ツ
（
特
に
ゴ
ル
フ
・
野
球
）、
ド

ラ
イ
ブ
で
の
旅
行
が
趣
味
で
す
。

■
組
合
の
Ｐ
Ｒ

組
合
加
盟
店
で
は
、
お
客
さ
ま
に
安
心

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年

「
衛
生
順
守
運
動
」
を
実
施
し
、
常
日
頃
か

ら
衛
生
・
消
毒
の
徹
底
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
理
容
師
法
に
定
め
ら
れ
た
理
容
器
具
の

消
毒
方
法
を
完
全
に
履
行
し
て
営
業
を
行

い
、
感
染
症
対
策
の
充
実
強
化
が
理
容
業
の

使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
又
、
山
口
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
の
組
合
研
究
集
会
の
補
助
金

を
活
用
し
従
来
か
ら
の
理
容
業
を
超
え
た
エ

ス
テ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
、
お
客
様
に
快
適
優

美
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
よ
う
、
エ
ス
テ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
個
性
あ
る
店
作
り
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
国
組
織

で
は
、
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
理
容
Ｐ
Ｒ
番
組

の
制
作
、
放
映
を
行
い
、
理
容
業
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
ま
す
。

■
座
右
の
銘

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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会 員 紹 介

協
同
組
合
米
屋
町
振
興
会

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
商
店
街

（
う
る
お
い
の
街
・
人
と
人
が
出
逢
う
街
･
･
･
米
屋
町
）

【
歴
史
の
あ
る
山
口
市
を
代
表
す
る
商
店
街
】

米
屋
町
商
店
街
は
、
戦
前
か
ら
の

「
米
屋
町
商
店
会
（
任
意
団
体
）」
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、

昭
和
33
年
９
月
に
協
同
組
合
を
設
立
。

昨
年
で
法
人
化
50
周
年
を
迎
え
た
歴
史

の
あ
る
山
口
市
を
代
表
す
る
商
店
街
組

合
で
あ
る
。

米
屋
町
商
店
街
は
、
山
口
市
中
心
商

店
街
の
中
央
に
位
置
し
、
都
銀
１
行
、

地
銀
１
行
を
有
し
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
呉

服
関
連
の
お
店
が
全
体
の
半
数
近
く
を

占
め
る
お
洒
落
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
商
店
街
で
あ
る
。

【
に
ぎ
わ
い
創
出
に
積
極
的
に
取
り
組
む
！
】

当
商
店
街
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

担
い
手
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
店
舗
の
情
報
発
信

を
年
間
を
通
じ
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
19
年
に
は
組
合
駐
車
場
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
来
街
者
へ
の
利
便
性

向
上
に
も
努
め
て
い
る
。

【
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
商
店
街
を
目
指
し
て
】

山
口
市
内
の
商
店
街
で
は
、
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、

米
屋
町
に
お
い
て
も
、
今
後
『
人
と
自

然
に
や
さ
し
い
商
店
街
』
を
理
念
に
、

「
ロ
ハ
ス
・
ガ
ー
デ
ン
構
想
」
の
再
開
発

を
推
進
す
る
。

こ
れ
は
、
商

店
街
の
中
に
、

自
然
と
触
れ

合
え
る
住
ま

い
、
庭
、
テ

ラ
ス
と
い
う

生
活
に
優
し

い
空
間
を
提

供
し
、
暮
ら

し
や
す
さ
、

快
適
性
を
追

求
す
る
も
の

で
あ
る
。

＜組合概要＞
○組 合 名　協同組合米屋町振興会
○理 事 長　藤本利明
○住　　所　山口市米屋町3-20
（TEL：083-925-8604）
○出 資 金　7,939,000円
○組合員数　23人
○Ｕ Ｒ Ｌ　http://www.axis.or.jp/̃y-kome/

地域力連携拠点事業
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Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
認
知
度
「
知
ら
な
い
」
が
全
体
の
50
％
超

中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
調
査
概
要

本
調
査
は
、
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
の
組
合
及
び
企
業
の
危
機
管
理
・

防
災
対
策
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（B

usiness
C
ontinuity

P
lan：

事
業
継
続
計
画
）
に
対
す
る
現
状
を
把
握
し
、
今
後
の
対
策
支
援
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
組
合
及
び
組
合
員
企
業
を
対
象
に
調
査
結
果
概
要
を
と

り
ま
と
め
た
。（
今
月
号
は
調
査
項
目
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
つ
い
て
」

を
抜
粋
）

１．

調
査
時
点

平
成
21
年
６
月
１
日

２．

調
査
対
象

３
３
６
組
合
、
６
５
２
事
業
所

３．

有
効
回
答
数

１
２
１
組
合
、
２
０
３
事
業
所

４．

回

答

率

組
　
合：

36
・
０
％

事
業
所：

31
・
１
％

○
　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

に
つ
い
て

∏
認
知
度

「
言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る
」
と
回

答
し
た
組
合
及
び
事
業
所
は
全
体
の
10
％

程
度
で
あ
る
。

組
合
及
び
事
業
所
と
も
「
知
ら
な
い
」

が
全
体
の
50
％
超
と
な
っ
て
お
り
、
認
知

度
は
非
常
に
低
い
。

π
取
引
先
や
金
融
機
関
な
ど
の
外
部
企

業
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
有
無
を
聞
か
れ
た

こ
と
は
？

「
あ
る
」
と
回
答
し
た
組
合
は
３
・

３
％
、
事
業
所
は
10
・
８
％
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
取
引
先
か
ら
聞
か
れ
る
こ

と
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

∫
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
有
無

組
合
及
び
事
業
所
と
も
策
定
率
は
低
く
、

「
策
定
す
る
予
定
は
当
面
な
い
」（
組
合

66
・
９
％
、
事
業
所
46
・
３
％
）
が
最
も

多
い
。

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60 70

特 集 1

ª
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
あ
た
っ
て
の
困
難
な
点

（
自
由
回
答
）

・
交
代
要
員
の
確
保

・
必
要
性
を
感
じ
な
い

・
各
々
の
個
者
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る

・
フ
ェ
ー
ズ
と
対
策
の
バ
ラ
ン
ス



5 山口県の中小企業

º
策
定
さ
れ
な
い
理
由

組
合
は
「
緊
急
事
態
が
発
生
し
て
も
経

営
上
の
問
題
は
発
生
し
な
い
と
考
え
て
い

0 5 10 15 20 25 30 35 40

Ω
取
引
を
行
う
際
に
、
相
手
企
業
に
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
求
め
ま
す
か
？

組
合
及
び
事
業
所
と
も
「
取
引
先
に
は

æ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
必
要
性

「
必
要
だ
と
思
う
」
と
回
答
し
た
組
合

は
26
・
７
％
、
事
業
所
は
35
・
０
％
と
な

っ
て
い
る
。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

・
努
力
不
足

・
想
定
範
囲
が
広
く
、
確
定
的
な
も
の
で

な
い
た
め
、
計
画
は
あ
く
ま
で
も
基
本

的
な
行
動
で
し
か
な
い

・
地
震
等
の
突
発
性
の
緊
急
事
態
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
危
機
管
理

（
今
回
の
よ
う
な
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
）
へ
の
対
応
は
難
し
い

る
」（
28
・
２
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
策
定
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」（
24
・
７
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
事
業
所
は
「
策
定
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」（
34
・
０
％
）
が
最
も
多

く
、「
経
営
環
境
が
厳
し
く
社
員
や
資
金
を

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
充
て
る
余
裕
が
な
い
」

（
32
・
０
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

求
め
な
い
」（
組
合
79
・
３
％
、
事
業
所

78
・
７
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
今

後
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
考
慮
し
て
取
引
先
を
選

択
す
る
」（
組
合
14
・
０
％
、
事
業
所
16
・

８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（B

usiness
C
ontinuity

Plan：

事
業
継
続
計
画
）
と
は
、
企
業

が
自
然
災
害
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
大
流
行
、
大
火
災
、
テ
ロ
攻
撃
な
ど

の
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
に
、
中

核
と
な
る
事
業
の
継
続
あ
る
い
は
早
期

復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
平
常
時

に
行
う
べ
き
活
動
や
緊
急
時
に
お
け
る

事
業
継
続
の
た
め
の
方
法
、
手
段
な
ど

を
取
り
決
め
て
お
く
計
画
の
こ
と
で
す
。
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雇
用
調
整
４
分
の
１
が
実
施
（

）

〜
依
然
厳
し
い
経
営
環
境
〜

平
成
21
年
度
中
小
企
業
労
働
事
情
実
態
調
査
の
概
要
（
山
口
県
版
）

本
調
査
は
、
毎
年
、
全
国
の
都
道
府
県
中
央
会
が
従
業
員
３
０
０
人
以
下
の
事
業
所

を
対
象
に
、
全
国
統
一
の
調
査
票
で
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
経
営
、
労
働
時
間
、

従
業
員
の
教
育
訓
練
、
雇
用
調
整
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
活
用
、
新
規
学
卒
者
の
採
用
、

賃
金
改
定
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
概
要
を
と
り
ま
と
め
た
。

１．

調
査
時
点

平
成
21
年
７
月
１
日

２．

調
査
対
象
　
８
０
０
事
業
所

３．
回
答
数
事
業
所

３
６
８
事
業
所

４．

回

答

率

46
・
０
％

１．

経
営
に
つ
い
て

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、「
悪
い
」
と
す

る
企
業
が
昨
年
よ
り
さ
ら
に
13
・
４
ポ
イ

ン
ト
増
え
71
・
４
％
と
な
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
企
業
が

圧
倒
的
に
多
い
。

（
図
１
）

直
面
し
て
い
る
経
営
上
の
あ
い
路
は
、

昨
年
２
位
だ
っ
た
「
販
売
不
振
・
受
注
の

減
少
」
が
63
・
１
％
、
と
最
も
多
く
、
昨

年
の
55
・
７
％
か
ら
７
・
４
ポ
イ
ン
ト
の

増
加
と
な
っ
た
。

昨
年
１
位
で
あ
っ
た
「
原
材
料
・
仕
入

品
の
高
騰
」
が
25
・
３
％
で
、
昨
年
の

55
・
９
％
か
ら
30
・
６
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅

な
減
少
と
な
っ
た
。

（
図
２
）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

２．

従
業
員
の
教
育
訓
練
に
つ
い
て

教
育
訓
練
の
実
施
方
法
を
み
る
と
、

「
事
業
所
内
で
の
研
修
会
・
勉
強
会
の
開

催
」
が
44
・
５
％
、
次
に
「
必
要
に
応
じ

た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」
が
39
・
３
％
、「
民
間
の
各

0 10 20 30 40 50 60 70

種
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
派
遣
」
が
30
・
６
％

で
、
こ
の
３
項
目
が
３
割
を
超
え
て
い
る
。

続
い
て
「
親
会
社
・
取
引
先
等
の
研
修
へ

の
派
遣
」
が
19
・
４
％
、「
協
同
組
合
等

の
共
同
訓
練
へ
の
派
遣
」
が
17
・
８
％
と

な
っ
て
い
る
が
、
19
・
７
％
の
企
業
は

「
特
に
実
施
し
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

業
種
別
で
み
る
と
、
製
造
業
で
は
「
必

要
に
応
じ
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」
が
39
・
３
％
で
最

も
多
く
、「
事
業
所
内
で
の
研
修
会
・
勉
強

会
の
開
催
」
が
38
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

非
製
造
業
で
「
事
業
所
内
で
の
研
修
会
・

勉
強
会
の
開
催
」
が
49
・
３
％
、「
親
会

社
・
取
引
先
等
の
研
修
へ
の
派
遣
」
が

24
・
６
％
で
あ
る
。

（
図
３
）

特 集 2

30
〜
99
人

規

模



7 山口県の中小企業

0

20

40

60

80

100

４．

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
活
用
に

つ
い
て

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
活
用
上
の
課
題
を

み
る
と
、「
必
要
な
経
験
・
知
識
・
技
能
を

有
す
る
人
を
集
め
る
の
が
難
し
い
」
が

41
・
８
％
、
次
に
「
所
得
税
の
非
課
税
限

度
額
等
の
関
係
で
就
業
調
整
が
行
わ
れ
る
」

が
32
・
１
％
、「
業
務
の
繁
閑
と
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
の
都
合
が
合
致
し
な
い
」
が

23
・
０
％
で
、
業
種
別
に
み
て
も
、
上
位

順
位
は
同
じ
結
果
と
な
っ
た
。

（
図
６
）

0 2010 30 40 50

５．

賃
金
改
定
等
に
つ
い
て

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
７
月
１
日

（
調
査
時
点
）
ま
で
の
賃
金
の
改
定
状
況
は
、

賃
金
を
「
引
き
上
げ
た
」
が
20
・
８.

％
で
、

昨
年
の
28
・
７
％
に
比
べ
７
・
９
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
、「
引
き
下
げ
た
」
は
５
・
７
％

で
昨
年
の
１
・
７
％
に
比
べ
４
・
０
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
た
。
ま
た
、「
未
定
」
と
回
答
し

た
事
業
所
が
昨
年
の
34
・
２
％
か
ら
42
・

６
％
に
増
加
し
て
お
り
、
賃
金
の
改
定
状
況

は
低
調
で
あ
る
。

（
図
７
）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

３．

雇
用
調
整
に
つ
い
て

従
業
員
の
削
減
を
伴
う
雇
用
調
整
の
実

施
状
況
を
規
模
別
に
み
る
と
、「
３
０
〜
９

９
人
」
の
事
業
所
で
「
人
員
削
減
を
伴
う

雇
用
調
整
を
行
っ
た
」
が
25
％
と
他
の
規

模
に
比
べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。（
図
４
）

雇
用
調
整
助
成
金
や
中
小
企
業
緊
急
雇

用
安
定
助
成
金
を
利
用
す
る
際
に
障
害
に

な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
支
給
内
容
が
わ

か
り
に
く
い
」
28
・
４
％
、「
書
類
作
成
な

ど
申
請
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
」
27
・

９
％
、「
支
給
要
件
が
厳
し
い
」
14
・
９
％

が
上
位
３
項
目
と
な
っ
た
。

（
図
５
）
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本
会
で
は
、
９
月
11
日
・
14
日
・
16

日
、
山
口
市
の
山
口
県
健
康
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
で
、
中
小
企
業
組
合
教
室
を
開

い
た
。
本
講
座
は
、
中
小
企
業
組
合
を

運
営
・
管
理
し
て
い
く
上
で
必
要
な
組

合
制
度
や
関
係
法
令
、
会
計
な
ど
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
び
、
共
同
事
業
の
運
営
に

当
た
る
役
職
員
や
事
務
局
体
制
の
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

３
日
間
で
、
延
べ
80
名
が
受
講
し
、

組
合
制
度
等
を
体
系
的
に
学
べ
る
貴
重
な

機
会
と
あ
っ
て
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
組
合
制
度
・
運
営
・
会
計
に
つ
い

て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
場
と
な
っ
た
。

■
　
成
果

協
同
組
合
と
し
て
は
全
国
で
初
と
な

る
「
産
業
廃
棄
物
広
域
認
定
」
取
得
に

よ
り
、
広
範
囲
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が

可
能
に
な
り
、
組
合
員
が
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
を
本
格
的
に
展
開
し
て
い
く
基
盤

が
確
立
で
き
た
こ
と
か
ら
、
企
業
レ
ベ

ル
で
の
事
業
及
び
営
業
戦
略
の
再
構
築

が
始
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
問
題
に
関
す
る
社
会
的

ニ
ー
ズ
ヘ
の
対
応
が
可
能
に
な
る
と
と

も
に
、
全
国
で
唯
一
の
広
域
認
定
取
得

団
体
で
あ
る
こ

と
か
ら
組
合
加

入
希
望
者
が
多

く
、
全
国
的
な

リ
サ
イ
ク
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が

構
築
さ
れ
つ
つ

あ
る
。

全国先進組合事例

産
業
廃
棄
物
広
域
認
定
で
組
合
員
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
再
構
築

協
同
組
合
エ
コ
ロ
グ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

「
産
業
廃
棄
物
広
域
認
定
取
得
」
で
繊
維

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
基
盤
強
化
、
次
は
新

た
な
繊
維
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
将
来
的
に
は
繊
維
の
み
な
ら
ず
、

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

へ
の
進
出
を
検
討

■
　
背
景
と
目
的

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型

の
経
済
活
動
を
続
け
て
き
た
我
が
国
は
現

在
、
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
逼
迫
等
環

境
規
制
、
将
来
的
な
資
源
の
枯
渇
に
対
す

る
懸
念
等
の
資
源
制
約
と
い
う
問
題
に
直

面
し
て
お
り
、
３
Ｒ
（R

educe

、R
euse

、

R
ecycle

）
の
推
進
が
社
会
的
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
繊
維
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
展
開
す
る
に
当
た
っ
て
、
廃
棄
処
分
さ

れ
る
繊
維
製
品
の
効
率
的
か
つ
大
量
の
回

収
が
必
要
で
あ
る
が
、
産
業
廃
棄
物
の
県

を
ま
た
い
で
の
運
搬
に
関
す
る
手
続
き
が

煩
雑
で
あ
り
、
そ
の
改
善
を
図
る
た
め
環

境
省
の
「
産
業
廃
棄
物
広
域
認
定
制
度
」

を
検
討
、
そ
の
認
定
を
受
け
る
べ
く
協
同

組
合
を
設
立
し
た
。

■
　
事
業
・
活
動
の
内
容

設
立
か
ら
認
定
ま
で
は
環
境
省
を
始
め
、

県
及
び
市
の
担
当
部
署
と
の
協
議
に
注
力

し
、
認
定
を
受
け
る
ま
で
４
年
を
費
や
し

た
。
こ
の
間
、
繊
維
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に

関
す
る
動
向
の
情
報
収
集
、
リ
サ
イ
ク
ル

素
材
の
研
究
等
教
育
情
報
事
業
の
充
実
を

図
り
、
組
合
員
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
支

援
し
て
き
た
。

＜組合概要＞
○所 在 地：〒720-0831 広島県福山市草戸町3-12-5
○電話番号：０８４－９３２－７８３０
○設　　立：平成１６年８月
○出 資 金：５,４００千円
○組 合 員：１８人
○地　　区：栃木県、東京都、長野県、愛知県、大阪府、岡山県、広島県
○主な業種：衣料・その他の繊維製品製造業

頼
ら
れ
る
組
合
を
目
指
し
て
！

研修風景（組合制度）

冨田講師（組合会計） 瀬口講師（組合運営）
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毎月勤労統計地方調査結果
平成21年７月－山口県統計分析課事業所規模5人以上

産 業
賃　　　　金 労働時間数及び雇用 労働異動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 360,009 225,604 20.0 150.6 142.0 8.6 467,147 24.5 1.22 1.44

建 設 業 301,044 248,004 21.5 162.7 156.5 6.2 36,383 9.3 0.87 1.71

製 造 業 504,188 259,535 20.3 164.3 152.0 12.3 106,693 10.5 1.04 1.46

電気・ガス・熱供給・水道業 408,597 375,116 20.3 164.8 151.2 13.6 3,715 3.7 1.80 0.27

情 報 通 信 業 392,015 325,198 20.3 179.3 152.1 27.2 3,965 13.3 2.43 1.10

運 輸 業 380,431 217,090 21.7 185.6 157.5 28.1 32,760 8.8 0.93 1.47

卸 売 ・ 小 売 業 285,966 178,240 20.4 141.4 137.7 3.7 93,333 44.3 0.77 1.42

金 融 ・ 保 険 業 500,950 299,159 20.8 164.8 157.5 7.3 11,572 6.1 1.81 1.69

施策シリーズ⑥

省
エ
ネ
技
術
・
設
備
等
の
支
援

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
の
導
入
や
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
等
、
中
小
企

業
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
各
種
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

中
小
企
業
者

∏

新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備
導
入
支
援

○
　
先
進
的
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
利
用

設
備
の
導
入
事
業
に
対
し
、
事
業
費

の
一
部
を
補
助
（
１
／
３
）
し
ま
す
。

特
に
、
中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
拡
大
す
る
た

め
、
対
象
設
備
に
係
る
要
件
緩
和
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

○
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
高
く
、
費

用
対
効
果
が
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
事
業
に
対

し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
（
１
／

３
）
し
ま
す
。
ま
た
、
省
エ
ネ
設

備
・
機
器
な
ど
を
導
入
す
る
中
小
企

業
に
対
し
て
、
政
府
系
金
融
機
関
か

ら
低
利
融
資
を
行
い
ま
す
。

○
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
改
革
推
進

投
資
促
進
税
制
（
エ
ネ
革
税
制
）
の

対
象
設
備
を
導
入
し
た
場
合
に
は
、

初
年
度
即
時
償
却
（
取
得
価
額
の
全

額
（
１
０
０
％
））
が
で
き
ま
す
。

π

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
活
用
促
進
支
援

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
包
括
的
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

か
ら
そ
の
一
部
を
報
酬
と
し
て
受
取
る

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
活
用
促
進
を
図
る
た

め
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
を
活
用
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助

（
１
／
２
）
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
工
場
・

事
業
場
等
に
お
け
る
省
エ
ネ
技
術
・
設
備

の
導
入
可
能
性
に
関
す
る
診
断
事
業
、
説

明
会
の
開
催
等
を
実
施
し
ま
す
。

∫

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活
用
促
進

支
援

大
企
業
等
の
技
術
・
資
金
に
よ
り
中
小

企
業
等
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
進
め
る
「
国
内
ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る

中
小
企
業
等
を
対
象
に
、
省
エ
ネ
無
料
診

断
を
含
ん
だ
排
出
削
減
事
業
計
画
の
無
料

作
成
支
援
、
事
業
計
画
の
審
査
費
用
の
半

額
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

左
記
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

対
象
と
な
る
方

支
援
内
容

利
用
方
法お問い合わせ先

・新エネ設備導入支援
資源エネルギー庁　新エネルギー対策課　電話：03-3501-4031（直通）

・省エネ設備導入支援・ESCO事業の活用促進支援
資源エネルギー庁　省エネルギー対策課　電話：03-3501-9726（直通）
URL：http://www.enecho.meti.go.jp/policy/index.htm#indi
・国内クレジット制度の普及促進
産業技術環境局参事官付　電話：03-3501-1679（直通）
URL：http://www.meti.go.jp/press/20081222010/20081222010.html



全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

は
、
９
月
の
第
２
月
曜
日
を
「
理
容
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
日
」
と
定
め
、
全
国
一
斉
に

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
た
。

山
口
県
で
は
、
９
月
14
日
（
月
）
宇
部
支

部
（
支
部
長：

山
本
　
豊
、
宇
部
支
部
１

０
０
名
）
に
加
盟
の
理
容
師
33
名
が
、
宇

部
市
「
医
療
法
人
　
和
同
会
　
宇
部
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」
に
お
い
て
、
入

所
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
（
対
象
者
３
２

７
名
）
の
頭
を
、
館
内
15
ヵ
所
に
分
か
れ
、

き
れ
い
に
整
髪
し
た
。
山
本
支
部
長
は
、

「
入
院
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
外
と
の
接

触
が
な
い
。
散
髪
を
通
し
て
、
外
か
ら
の

情
報
に
触
れ
、
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。」
と
話
さ
れ
た
。
同
日
、
宇
部
博
愛

園
に
お
い
て
も
、
宇
部
支
部
の
理
容
師
５

名
が
散
髪
を
行
っ
た
。
ま
た
、
長
門
支
部

（
支
部
長：

水
津
幸
照
長
門
支
部
32
名
）

に
加
盟
の
理
容

師
約
30

名
は
、

長
門
市
「
只
の

浜
海
水
浴
場
」

の
ゴ
ミ
を
拾
う

な
ど
の
清
掃
を

行
っ
た
。
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「
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
実
施
！

山
口
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

組合等ニュース

山
口
県
中
小
企
業
組
合
士
会
は
、
８
月

28
日
、
山
口
市
小
郡
「
新
山
口
タ
ー
ミ
ナ

ル
ホ
テ
ル
」
で
平
成
21
年
度
通
常
総
会
を

開
い
た
。

中
村
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
議
案
が
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
、
そ
の
後
役
員
改
選
が
あ
り
、
中
村

会
長
が
再
任
さ
れ
た
。

本
年
度
は
、
会
員
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
自
己
研
鑽
と
資
質
向
上
を
図
る

た
め
に
必
要
な
知
識
や
情
報
を
、
研
修
会

の
開
催
や
資
料
配
付
等
を
通
じ
て
提
供
し

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

組
合
士
の
資
質
向
上
を
！

下
松
市
に
お
い
て

ふ
る
さ
と
産
業
フ
ェ
ス
タ
in
周
南
を
開
催
！

９
月
11
日
（
金
）
と
12
日
（
土
）
の
２

日
間
下
松
市
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
で
山

口
県
等
の
主
催
に
よ
り
「
地
産
・
地
消
に

よ
る
地
場
産
業
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に

ふ
る
さ
と
産
業
フ
ェ
ス
タ
in
周
南
が
開
催

さ
れ
た
。

11
日
は
、「
新
製
品
フ
ェ
ア
」
と
し
て
、

土
木
建
築
・
環
境
・
福
祉
医
療
・
生
活
文

化
等
の
県
内
39
社
の
中
小
企
業
が
開
発
し

た
、
刈
払
機
用
安
全
ガ
ー
ド
、
遠
赤
外
線

健
康
ベ
ッ
ト
、
地
中
熱
利
用
換
気
シ
ス
テ

ム
、
身
体
洗
浄
装
置
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
、
観
光
案
内
板
等

数
多
く
の
新
商
品
が
展
示
さ
れ
る
と
と
も

に
、
商
社
等
と
の
商
談
会
も
行
わ
れ
た
。

新製品フェア全景

観光案内板 遠赤外線健康ベット
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12
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
、
独
自
の

「
打
ち
出
し
加
工
技
術
」
に
よ
り
、
歴
代
新

幹
線
の
「
顔
」
を
つ
く
っ
て
き
た
株
式
会

社
山
下
工
業
所
（
日
立
笠
戸
協
同
組
合
組

合
員
）
が
製
作
し
た
ア
ル
ミ
製
の
チ
ェ
ロ

を
、
山
口
県
交
響
楽
団
の
尾
中
克
則
氏
と

宇
部
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
加
藤
由
香
里
氏

が
演
奏
し
、
美
し
い
音
色
を
奏
で
て
い
た
。

（
表
紙
写
真
）

続
い
て
、
株
式
会
社
弘
木
技
研
（
日
立

笠
戸
協
同
組
合
組
合
員
）
代
表
取
締
役
社

長
弘
中
善
昭
氏
よ
り
、「
世
界
へ
の
挑
戦
！

鉄
道
産
業
を
支
え
る
」
の
テ
ー
マ
で
講
演

が
行
わ
れ
、
ビ
デ
オ
も
使
っ
て
新
幹
線
の

変
遷
が
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
山
口
県
畳
工
業
組
合
の
メ
ン
バ

ー
の
山
口
県
畳
技
能
士
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
畳
材
料
を
使
用
し
た
も
の
づ
く
り
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
行
わ
れ
、
多
数
の
参
加
者
で

賑
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
他
両
日
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
も
の
づ
く
り
産
業
交
流
フ
ェ
ア
」
が
行
わ

れ
、
世
界
に
誇
る
鉄
道
産
業
と
し
て
、
日

立
笠
戸
協
同
組
合
か
ら
は
、
鉄
道
産
業
の

パ
ネ
ル
展
示
・
各
組
合
員
企
業
の
紹
介
の

パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
、
多
数
の
来
場
者

が
、
下
松
の
誇
る
鉄
道
技
術
の
す
ば
ら
し

さ
に
見
入
っ
て
い
た
。

（
表
紙
写
真
）

ま
た
、
周
南
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド
認

定
品
の
コ
ー
ナ
ー
に
25
企
業
の
展
示
（
表

紙
写
真
）
が
行
わ
れ
、
冷
温
水
空
調
ポ
ン

プ
の
電
力
を
大
幅
に
削
減
す
る
エ
ル
エ
ス

ピ
ー
協
同
組
合
の
配
管
抵
抗
低
減
剤
の
展

示
も
あ
り
、
来
場
者
の
興
味
を
引
い
て
い

た
。

ふ
る
さ
と
産
業
フ
ェ
ス
タ
、

県
内
２
会
場
で
開
催
予
定

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

多
数
ご
来
場
下
さ
い
。

テ
ー
マ
「
食
の
安
心
・
安
全
」

【
開
催
日
時
】
平
成
21
年
11
月
21
日
（
土
）

９
時
30
分
〜
16
時

【
開
催
場
所
】
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

（
長
門
市
仙
崎
８
１
８
番
地
１
）

○
記
念
講
演

著
名
人
に
よ
る
「
食
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演

講
師：

野
菜
ソ
ム
リ
エ
柳
井
さ
つ
き
氏
他

○
食
の
安
心
・
安
全
コ
ー
ナ
ー

パ
ネ
ル
展
示
、
食
品
衛
生
体
験
教
室

○
地
産
・
地
消
コ
ー
ナ
ー

地
元
農
水
産
物
・
加
工
品
等
の
展
示
・
販
売

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

山
口
県
生
活
衛
生
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
８
３
―

９
３
３
―

２
９
７
４

テ
ー
マ
「
や
ま
ぐ
ち
の
森
林
づ
く
り
」

〜
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜

【
開
催
日
時
】
平
成
21
年
11
月
29
日
（
日
）

13
時
〜
15
時

【
開
催
場
所
】
山
口
県
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

（
山
口
市
吉
敷
下
東
３
丁
目
１
の
１
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
林
産
品
、
竹
製
品
の
展
示
販
売

○
バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
な
ど

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

山
口
県
森
林
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
８
３
―

９
３
３
―

３
４
６
４

ふ
る
さ
と
産
業
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
山
口

ふ
る
さ
と
産
業
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
な
が
と

（株）弘木技研弘中社長

畳ものづくりコーナー日立笠戸（協）展示コーナー

エルエスピー（協）コーナー
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月次景況調査結果
平成21年８月期
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-10

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

（表、グラフについては、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

業種別の景況 業界の景況の推移 －全国平均との比較－

景 気 動 向
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○
今
年
は
冷
夏
で
、
ゼ
リ
ー
、
水
よ
う
か

ん
類
の
動
き
が
鈍
か
っ
た
。
お
盆
期
間

は
概
ね
好
調
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は

著
し
く
低
調
。

（
菓
子
製
造
業
）

○
受
注
生
産
数
が
減
少
し
て
い
る
。

（
繊
維
・
同
製
品
製
造
業
）

○
一
部
に
公
共
事
業
関
係
の
需
要
が
出
始

め
て
い
る
も
の
の
、
全
体
的
に
荷
動
き
は

鈍
い
。（
製
材
業
・
木
製
品
製
造
業
）

電
気
自
動
車
の
普
及
状
況
に
よ
っ
て
は
、

整
備
専
業
工
場
は
技
術
対
応
や
顧
客
確

保
が
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

（
自
動
車
整
備
業
）

○
前
年
同
月
比
△
32
％
の
宿
泊
客
数
の
減

少
。
そ
れ
に
加
え
夏
場
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
ニ
ュ
ー
ス
。
い
っ
た
い
ど

こ
ま
で
落
ち
込
む
の
か
、
秋
以
降
の
観
光

客
の
減
少
を
心
配
し
て
い
る
。（
旅
館
業
）

○
見
積
も
り
は
２
〜
３
ヶ
月
前
よ
り
若
干

増
え
た
。（
一
部
業
者
）

（
岩
国
市
）

○
公
共
工
事
の
発
注
は
、
一
部
出
始
め
た

が
依
然
と
し
て
低
調
。

（
柳
井
市
）

○
燃
料
単
価
も
上
昇
傾
向
と
な
り
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
の
経
営
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

（
周
南
市
）

○
８
月
は
お
盆
休
み
な
ど
が
あ
り
、
例
年

売
上
高
が
低
下
す
る
時
期
だ
が
、
今
年

は
昨
年
同
時
期
を
さ
ら
に
下
回
っ
て
い

る
。
唯
一
の
救
い
は
軽
油
価
格
が
横
ば

い
で
あ
る
こ
と
。

（
宇
部
市
）

○
仕
事
量
も
少
な
く
、
荷
主
企
業
か
ら
は

運
賃
値
下
げ
の
要
望
が
相
次
ぎ
、
組
合

と
し
て
も
心
配
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

（
下
関
市
）

い
る
状
況
だ
が
、
各
仕
入
材
料
の
価
格

の
高
騰
で
収
益
は
減
少
し
て
い
る
。

（
畳
製
造
業
）

○
業
種
に
も
よ
る
が
、
全
般
的
に
売
上
増

の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

（
山
口
市
）

○
給
油
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、
経
費
増

に
苦
慮
し
て
い
る
。

（
下
関
市
）

○
景
気
の
悪
化
に
よ
る
消
費
の
落
ち
込
み

が
大
き
く
、
特
に
時
計
・
宝
石
、
高
級

衣
料
品
等
の
販
売
が
減
少
し
て
い
る
。

（
山
口
市
）

○
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
館
者

数
　
微
減
。
高
額
品
苦
戦
。
（
下
関
市
）

○
１
０
０
０
円
高
速
及
び
防
府
・
山
口
間
不

通
に
よ
る
集
客
減
。
集
中
的
暑
さ
の
日
数

減
に
よ
る
夏
物
関
連
品
不
振
。（
山
口
市
）

○
エ
コ
カ
ー
減
税
、
新
車
購
入
補
助
金
制

度
の
効
果
に
よ
り
７
月
の
県
内
の
新
車

販
売
状
況
に
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
。

（
対
前
年
同
月
比
／
普
通
車：

１
０
１
・

６
％
）
し
か
し
、
販
売
を
大
幅
に
伸
ば

し
て
い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
今
後
の

食
料
品

○
７
月
の
大
幅
な
出
荷
減
は
、
７
／
21
の
集

中
豪
雨
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

対
前
年
同
月
比
88
％

（
セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
製
造
業
）

○
受
注
は
、
底
ば
い
状
況
か
ら
多
少
引
き

合
い
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
先
が

見
え
な
く
、
こ
の
状
態
が
今
後
も
し
ば

ら
く
続
き
そ
う
で
あ
る
。

（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）

○
夏
季
休
業
も
あ
り
、
売
上
は
低
調
。

（
そ
の
他
製
造
業
）

○
低
水
準
の
受
注
が
続
き
、
加
工
、
組
立
部

門
と
も
厳
し
い
経
営
運
営
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
加
工
、
プ
ラ
ン
ト
関
係
は
長
期

の
作
業
量
不
足
が
今
後
も
続
く
と
見
ら
れ

る
。

（
鉄
道
車
輌
・
同
部
品
製
造
業
）

○
昨
年
の
業
況
と
あ
ま
り
変
化
は
な
く
、

県
全
域
で
戸
建
の
新
築
、
マ
ン
シ
ョ
ン

等
も
冷
え
込
ん
で
い
る
。
補
修
工
事
は

各
店
と
も
そ
れ
ぞ
れ
切
れ
ず
に
続
い
て

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

木
材
・
木
製
品
製
造
業

鉄
鋼
・
金
属
業

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

建
設
業

小
売
業

そ
の
他
の
製
造
業

卸
売
業

商
店
街

サ
ー
ビ
ス
業

運
輸
業

繊
維
製
品
製
造
業

【
情
報
連
絡
員
報
告
】

情
報
連
絡
員
と
は
、
県
内
の
組
合
の

中
か
ら
地
区
、
業
種
を
代
表
す
る
組
合

の
役
職
員
60
名
を
情
報
連
絡
員
に
委
嘱

す
る
制
度
で
す
。
情
報
連
絡
員
か
ら
毎

月
、
業
界
の
景
気
動
向
に
関
す
る
情
報

を
収
集
、
分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
会
（http://w

w
w
.axis.or.jp/

）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

一
般
機
械
器
具
製
造
業
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次世代育成支援対策推進法では、次代を担う子供が健やかに

生まれ、育成される環境の整備を進め、事業主も仕事と子育て

の両立を図るため、事業主は、行動計画を策定し、その旨を労

働局へ届け出ることになっています。

※従業員３０１人以上の企業は平成２１年４月１日以降義

務、従業員１０１人以上３００人以下の企業は平成２３年

４月１日以降義務化（平成２１年４月１日から平成２３年

３月３１日までは努力義務）となる。

このため本会では、計画策定等支援のための講習会を県

下５会場で開催しますので、組合並びに傘下企業の皆さん

多数ご出席下さい。

●内　容 Ⅰ　一般事業主行動計画策定のポイント
・行動計画とは　・行動計画の策定手順と
届出の方法　・改正のポイント　等

Ⅱ　中小企業子育て支援助成金について

●講　師 瀬口人事労務サポートオフィス　　
特定社会保険労務士 瀬口　詩麻

〔お問い合わせ〕
山口県中小企業団体中央会総務課　TEL083-922-2606
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一 般 事 業 主 行 動 計 画 策 定 講 習 会 を 開 催
～ 行 動 計 画 の 策 定 手 順 と 届 出 の 方 法 等 ～

○主　催　　山口県中小企業団体中央会

会場名 日　時 場　所

周南会場
平成21年

10月13日（火）
14：00～15：00

「ホテルサンルート徳山」
３F銀河

周南市築港町8-33
TEL0834-32-2611

宇部会場
平成21年

10月15日（木）
14：00～15：00

「ホテル河長」１F泉
宇部市中央町1-6-10
TEL083-631-1212

下関会場
平成21年

10月22日（木）
14：00～15：00

「シーモールパレス」
４Fダイヤモンド
下関市竹崎町4-4-8
TEL083-231-7000

岩国会場
平成21年

10月27日（火）
14：00～15：00

「岩国国際観光ホテル」
４F錦雲閣

岩国市岩国1-1-1
TEL0827-43-1111

山口会場
平成21年

11月２日（月）
10：30～11：30

「山口県総合保健会館」
２F第１研修室

山口市吉敷下東3-1-1
TEL083-934-2200



表紙写真は、ふるさと産業フェスタin周南写真


